
第２節　家屋移転と橋津団地の造成

１　橋津団地の造成


　河口から舟川附近迄の護岸工事は災害復旧工事などと併行しほとんど整備されたが、舟川以後上流は在来の河川敷は部分的に利用されるが、ほとんど新らしいルートで改修されるため、宅地、農地などの買収協力がなくては事業は成立しない。このため町では国県の陳情と併せて町独自の推進方法として、用地買収によって家屋移転をせざるをえない関係者のための住宅団地を造成して受入れ体制を整備し、事業進展を図ることとし、昭和５８年６月２７日移転予定者と協議を行い、関係者の希望などを取りまとめ、町の方針を固め、６月３０日橋津地区公民館において関係者説明会を開催、造成事業を中部町村土地開発公社で行う。宅地造成用地の買収地を羽合町大字久留字古道下、字二ノ樋口下とすることを決定、用地交渉に着手し次の経過をたどり橋津団地を造成した。

７月５日　　　　鳥取県土木部都市計画課と協議

８月１７日　　　建設常任委員協議会に経過報告


８月２７日　　　地元委員と土地所有者との協議


１２月１日　　　地元委員、土地所有者と接渉


１２月２７日　　地元出身町議会議員と関係者との協議


１月２５日　　　造成予定地内物件調査


２月２１日　　　鳥取県企業局開発課、農林水産部農業指導課と協議


２月２９日　　　倉吉税務署と特別措置について協議整う


３月２日　　　　造成地土地所有者と協議


３月９日　　　　町議会定例会議員全員協議会に経過報告


　　同日　　　　用地提供者と協議


５月１８日　　　県農業会議に農地転用事前審査書提出


６月１日　　　　農地法第５条の規定による転用許可申請提出


６月４日　　　　県農業会議委員現地調査来町

６月８日　　　　町農業委員会、農地法第５条転用申請の進達承認


６月１２日　　　都市計画法第２９条附則第４項による開発行為許可申請提出、同法第３２条の規定に基づ


　　　　　　　　く同意申請提出　開発面積１万５１３７、９１平方メートル


６月２１日　　　農地転用事前審査の結果「差しつかえなし」の通知

６月２８日　　　同許可

７月１３日　　　開発行為許可、事前審査承認


７月１７日　　　団地造成、地元説明会


７月３１日　　　宅地造成工事入札


　　　　　　　　７４，００３，５８９円


　以上の経過で団地造成工事は実質１２月には完成し１２月２４日橋津地区公民館において県及び町、地元関係者などで竣工式を行い、橋津団地の完成を祝した。
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